
順

次

往

生

講

式

に

っ

い

て

伊

」
藤

眞

徹

(

一
)

我

が
国
古
来
か
ら
の
講
会

の
種
類
を
大
別
す
れ
ば
、
先
づ
講

の
意

①

②

義
を
講
演
と
解
す
る
も
の
に
、
経
典
の
講
讃
と
論
疏
の
講
演
が
あ
る
。

他
ほ

集
会
を
意
味
す
る
講
で
あ
つ
て
、
こ
の
中
帰
依
の
客
体

に
よ
つ

③

④

て
仏
、
菩
薩
に
別
け
ら
る
。
更

に
祖
徳
讚
歎
、
祖
恩
報
謝
を
目
的
と

⑤

⑥

す
る
も

の

が

あ

り
、
宗
祖
又
は
列
祖
及
び
通
仏
教
的
立
場
に
よ
る

も
の
と
に
別
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
他
更
に
自
己
の
滅
罪
生
善

0

後
生
善
処
の
修
道
実
践

・
信
行
増
進
を
目
的
と
す
る
も
の
、
及
び
そ

③

し

の
他
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
る
に
講
の
字
義

に
つ
い
て
、

「
塩
尻
」
巻
五
四
に
は

順
次
往
生
講
式
に
つ
い
て

或
人
云
往
生
講
な
ん
と
い
へ
る
講
の
字
議
如
何

念
仏
講
な
ん
と

呼

は
講
の
字
や
書

へ
き

構
は
合
也

結
也
集
也
な
ん
と
字
書
に
も

あ
り
と

予
月
不
然

い
た
し

へ
よ
り
朝
廷
の
最
勝
講
山
門
の
三
十

講
等
木

へ
ん
に
書
し
例
し
な
く

寛
弘
御
記
雲
図
抄
な
ん
と
皆
言

べ
ん
に
記
せ
し

講
は
な
ら
は
し
と
訓
し
て
凡
其
事
に
な
ら
ふ
を

い
ふ

集
合
の
蓬

あ
ら
す

(国
学
院
大
学
刊
行

本
下
巻
五

一
a

)

と
あ
つ
て
、
集
合

の
義
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
る
に
元
来
講
会
が

経
典
の
講
演
講
讃
に
源
を
発
し
て
い
る
以
上
、
既

に
緇
素
僧
俗
の
來

集
が
予
想
ぜ
ら
れ
呑
の
で
あ
る
か
ら
、
講
讃
か
ら
結
集
の
意
を
加
味

す
る
に
至
り
、
更

に
結
集
が

「
な
ら
ふ
」
講

の
意
を
重
視
す
る
講
筵

に
発
展
す
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
経
論
講
讃

の
華
麗
な
講

一
三
五



会
と
併
行

し
て
,
中
古
以
来
僧
俗
貴
賤
男
女
の
障
壁
を
撤
去
し
た
、

.所
、謂
同
信
的
結
集

に
よ
る
、
信
行
簧
励
の
実
践
的
方
軌
と
し
て
の
講

式
の
出
現
を
み
る
に
至
つ
た
。

雲
林
院
の
菩
提
講
に
つ
い
て
、

「
中
右
記
」
承
徳
二
年

C
i
i-O

O
)
五
月

一
日
の
条
に

一
条
尼
上
並
寢
殿
御
方
令
参
雲
林
院
菩
提
講
給
、
予
爲
御
供
參
入
、

四
位

少
将

定
蔵
人
少
将

師
、
前
皇
后
宮
亮

定
兼
同
被
鳳
従
、
休

息
寝
殿
御
方
璽

鑿

離

、
譱

登
高
座
間
、
於
堂
中
西
北
庇

臆
聞
、
講
師
院
範
先
授
置
帰
十
戒
、
次
説
経
、
人
々
所
供
養
経
己

及
数
十
部
、
寢
殿
御
方
令
供
養
名
字
功
徳
品
、
始
説
法
之
間
誠
以

随
喜

、
己
時
許
事
了
、
堂
中
竝
座
老
小
男
女
称
南
無
声
漏
満
如
雷
、

此
講
筵
者
故
源
信
僧
都
為
結
縁
所
被
始
行
也

(下
略
)

⑨

と
あ
り
、
又

「
今
昔
物
語
集
」
巻

一
七
の
第

一
〇
話
に

其
ノ
後
仁
康
道
心
ヲ
発

シ
テ
、
忽

二
大
仏
師
康
成
ガ
家

ユ
行

テ
相

語
テ
、
不
日

二
地
蔵
ノ
牛
金
色
ノ
嫁
ヲ
造
テ
開
眼
供
養

シ
ツ
、
其

ノ
後
地
蔵
講

ヲ
始
行

フ
、
帽
箔
.俗
男
女
首
ヲ
倡

テ
掌
ヲ
ムロ
セ
テ
来

り
臨

テ
結
縁

ス

0

と
記
し
、
又
同
書
巻

一
七
の
第
三
〇
話
に
は

一
三
六

下
野
国

二
薬
師
寺
ト
云

フ
寺
有
ツ
…
…
而

ル

ニ
其
ノ
寺

一二

人
ノ

堂
童
子
ノ
僧
有
リ
、
名
ヲ
バ
蔵
縁
ト
云

ケ
リ
…
:
・各
力
ヲ
合

テ

一

ノ
堂

ヲ
造
テ
、
仏
師
ヲ
請
ジ
テ
等
身

ノ
地
蔵
菩
薩

一
体

ヲ
造

リ
奉

テ
宀
其

ノ
掌

晏

置

シ
テ
、
常

=
呑
花

灯
明
ヲ
奉
テ
a

夜

朱

レ

怠
ズ
、
亦
毎
月
廿
四
日

二
大

二
僧
供
ヲ
儲

テ
、
諸
ノ
僧
ヲ
集

テ
此

レ
ヲ
施

シ
テ
仏
事
ヲ
営
ク
リ
、
其
ノ
夜
地
蔵
講

ヲ
行

フ
、
近
隣

ノ

鼎迫
俗
皆
亠米
り
集

テ
晶聴
醐聞
シ
テ
終
夜
礼
窟
一
シ
ケ
リ

と
あ
る
。
庇
等
の
二
三
の
例
か
ら
推
し
て
、
行
業
又
は
信
仰
の
客
体

髴
紐
帯
と
才
る
同
信
同
行
者
集
会
の
法
筵

に
は
、
僧
俗
を
則
た
す
、

貴
賤
を
隔
て
ず
、
人
間

(凡
夫
)
と
し
て
全
く
平
等
で
あ
り
、
衆
庶

に
解
放
せ
ら
れ
た
法
悦
の
場
で
あ
る
こ
と

は
、
仏
教

の
庶
民
化
の
途

上

に
お
い
て
重
視
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
古
に
行
わ
れ
た
各
種

の
講
に
つ
い
て
、

「
中
右
記
」

に
は
前
記

の
菩
提
講
の
他
に
、
天
仁
元
年

(
一
一
〇

八
)
六
月

+
五
日
の
条

に

「
今
朝
請
湛
秀
法
師
始
五
斎
日
講
」
と
あ
り
、
而
も

「
期
限

一
生
之

間
永
以
可
修
也
」
と
起
講
し
て
い
る
。
五
斎
日
講
と
は
五
日
弥
勤
、

十
五
日
阿
弥
陀
、
予
八
日
観
音
、
廿
四
日
地
蔵
、
晦
日
釈
迦
の
講
之

れ
で
あ
る
。
夂
元
永
元
年

(
一
=

八
)

七
月
十
五
日
に
は

「
午
時



許
参
御

堂
孟
蘭
翁
講
」
と
あ
り
、
次

い
で
保
安
元
年

(
一
=

一〇
)

十
月
十

五
日
に

「
在
日
野
之
間
、
今
日
先
詣
弥
勒
堂
、
山
路
不
掃
、

踏
紅
葉
行
、
諸
僧
集
会
、
読
阿
弥
陀
経
、
是
恒
例
衆
也
、
次
逢
黄
昏

時
、
此
次
令
行
阿
弥
陀
講
、
読
十
楽
式
之
間
、
致

一
心
之
誠
」
と
あ

る
。
大
治
二
年

(
1
I
l
1七
)

十
月
十
五
日
に
は
、

「
畦
景
堀
請
教

禅
聖
人
、
供
養

阿

称

陀

経
、
是
依
五
要
講
也
」
と
あ
り
、
同
五
年

(
一
=
二
〇
)
十
二
月

二
十
二
日
に
は

「
今
日
大
殿
於
宇
治
御
所
、

被
行
慈
恩
講
云
云
」
と
あ
る
。

「
台
記
」
に
よ
れ
ば
天
養
元
年

(
一

一
四
四
)
十
二
月
十
四
日
か
略
十
日
間
、
鳥
朋
法
皇
は
御
懺
法
並

に

十
楽
講

を
修
せ
ら
れ
、
翌
年
七
月
十
五
日
に
は

「
依
例
、
於
新
堂
、

被
行
彌
陀
講

、
其
次
被
供
蓮
華
、
奏
赤
白
蓮
華
楽
」
と
あ
つ
て
、
弥

陀
講
に
よ
り
盂
蘭
盆
が
修
せ
ら
れ
て
い
る
。
更
に

「
玉
葉
」
に
は
舎

利
講
、
彌
勒
講
、
往
生
講
又
は
阿
弥
陀
講
の
名
称
は
各
処
に
散
見
し
、

文
治
11)年

C
i
}
r
七
)

二
月
十
八
日
の
条
に
・

-
毎
月
所
レ被
レ
修

之
仏
事
、
四

ケ
度

也
、
於
二
吾

弥
勒
講

著

、
依
レ
為
二
故

院

御

月

購
霾
鞭
鱒
藤
躔
編
鞍
獺
磯

藤
原
簑
実
自
身
恒
例

の
講
会
仏
事
を
定
め
て
い
る
。

順
次
往
生
講
式
に
つ
い
て

上
来
例
記
す
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
約

一
世

紀
の
間

に
各
講
会
は
、
そ
の
本
来
の
趣
旨

よ
り
転
じ
て
、
追
福
の
作

善
と
し
て
行
ぜ
ら
れ
た

一
面
が
、
浮
彫
せ
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
判
る
。

し
か
る
に
自
身

の
往
生
業
と
し
て
修
せ
ら
れ
た
講
会

に
つ
い
て

「
日

本
往
生
極
楽
記
」
に
は
穩

寺
奎

僧
正
臼異

默

)
は
、

「
毎
月

十

五

日
招

二
延
諸

僧

一、

唱

ご
弥

陀

讃

一、

象

令

レ
対

一一論

浄

土

因

縁

、

法

⑪

〆

華

奥

義

一」

と

あ

つ
て

、

之

れ

恐

ら

く

阿

弥

陀

講

の
濫

觴

を

な

す

も

の
で
あ
り
、

「
拾
遺
往
生
伝
」
巻
上
に
載
せ
る
鵡

夫

(
一
〇
四

二
寂

)

ば
、

「
夊

迎

二
月

三

五

一、

集

レ
衆
講

演

、

薫

修

有

レ
日
」

の

勤

め
を

積

み
、

同
巻

下

に

あ

る

大

法

師

頼

暹

(
延

久
年

中

一
〇

六

;
-

1
O

七

四

寂

)

は

「
本

住

コ
世

間

一、

亦

好

コ
管

絃

一、

爰

作

ご
楽

曲

一
、

其

詞

云

帰

命

頂

礼

脈

陀

尊

、

引

接

必

垂

給

培
、

以

二
此

曲

一
毎

月

十

五

目

、
招

二

、⑬

伶

人

五

六

一・、

勤

℃
修

於
講

演

一
、
号

日

二
往

生

講

一矣

」

と

あ

る
。

又
同

堂
日
に
は
、
永
観
(
一
コ
一
寂

)は

「若
人
問

毒

之
夢

、
答

以
・
念
隻

行

ザ、
叉
新
造
式
馬
毎
十
斎
日
、
勤
二修
往

生
講

一ご

と
あ
る
。
以
上

に
よ
り
往
生
講
の
系
譜
を
跡
付
け
ら
れ
る
よ
・つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
成
立
史
上
、
恵
心
の
「
二
十
五
昧
式
」
と
、
師

が
始
修
し
た
と

「中
右
記
」
に
註
す
る
菩

提
講
、
迎
講
等
の
及
ぼ
せ

一
三
七



る
影
響

に
つ
い
て
で
あ
る
。

古
來

多
く
修
せ
ら
れ
た
往
生
講
.
阿
弥
陀
講
、
弥
陀
講
の
内
容
に

つ
しい
て
は
、
明
確
に
区
別
せ
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
同

一
の
講

を
両
様
に
称
し
て
い
た
例
と
し
て
、
後
白
河
法
皇
が
治
承
二

年

(
一
一
七
八
)
。十
二
月
二
十
三
日
、
院

に
お
い
て
修
せ
ら
れ
た
講

に
つ
い
て
、

「
玉
葉
」
に
は

今
夕
於
二
法
皇
宮
一、

被
レ行
二往
生
講

一、

毎
月
十
五
日
可
レ為
二
恒

例

一事
云
々
、

大
相
国
己
下
、

堪
二
糸
管

一之
輩
応
レ
召
、

但
外
人

不
レ
入
二此
列

一云
々

と
あ
軌
、

「
百
練
抄
」
巻
八
に
は

於
レ
院
被
レ行
二
阿
弥
陀
講

一、
有
コ管
絃
朗
詠
今
様
等

一兼
日
結
講
也

と
あ

つ
て
、

こ
れ
同

一
の
法
筵
を
、
所
帰
の
仏

に
つ
い
て
阿
弥
陀
講

と
云

い
、
所
修
の
究
竟
目
的
に
つ
い
て
往
生
講
と
云
え
る
も
の
で
、

十
五
日
を
恒
例
と
な
す
こ
と
は
同
様
で
あ
る
、

(
二
)

講
式

の
中
大
正
大
蔵
経
第
八
十
四
巻

に
牧
載
せ
ら
れ
る
も
の
は

薬
師
如
來
講
式

一
巻

最
澄

一
三
八

往
生
講
式

一
巻

永
観

愛
染
王
講
式

一
巻

覚
鑁

観
音
講
式

一
巻

貞
慶

弥
勒
講
式

一
巻

同

四
座
講
式

⑮

⑲

以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
中
世
初
頭
に
お

い
て
貞
慶
、
高
辨
、
凝
然

等
出
で
、
多
種
の
講
式

の
出
現
を
見
る
に
至
つ
た
。
し
か
る
に
浄
土

教
講
式
と
し
て
は
、
長
西
の

「
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
」

(
長
西

録
)

に
十
楽
講
作
法

一
巻

源
信

往
生
講
式

一
巻

永
観

自
行
念
仏
私
記

一
巻

「
二
+
二
丁
真
源

山
法
相

順
次
往
生
講
作
法

一
巻

仁
覚

日
本
天
台

同

要
行

一
巻

同

同

講
式

一
卷
望

転

辞

眞
源

呈

蚕
、

の
名
を
掲
げ
て
い
る
。

今
、
知
恩
院
に
襲
蔵
せ
ら
れ
舵

い
る

「
順
次
往
生
講
式
」

一
巻
は

縱
九
寸
三
分
、
横

一
=
一尺
八
寸
三
分
、
総

紙
数
十
四
枚

の
巻
子
本

で



あ
つ
て
、
各
行

一
八
字
乃
至

二
三
字
、
墨
で
略
楷
を
以
て
書
写
せ
ら

　

れ
て
い
る
。
奥
書

に
は

文
治

二
年
六
月
二
日
書
写
了

沙
門
信
玄
之
本

と
あ
り
、
そ
の
上
に

医

の
印
文
轟

し
、
下
方
量

薯

禦

の
印
を
捺
し
て
い
る
。
知
恩
院

の
所
蔵
に
皈
す
る
迄
の
本
書
の
伝
襲

の
次
第

と
、
信
玄

に
つ
い
て
は
明
瞭

で
な
い
。
し
か
し

「
蓮
門
類
聚

経
籍
録
」
卷
下
に

順
次
往
生
講
式

一
巻

信
玄

順
次
往
生
講
式

一
巻

叡
山
真
源

の
二
書

を
列
ね
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

無
相
文

雄
は
恐
ら
く
、
上
記
の
知
恩
院
本
の
如
き
奥
書
の
あ
る
講
式

は
、
直
接
之
れ
を
見
て
居
る
が
、
真
源
の
講
式
は
、
長
西
録
の
記
載

を
襲
踏

し
て
、
之
れ
を
別
本
と
L
て
取
扱

つ
て
並
記
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
更
ら
に
そ
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
長
西
録

に
は
永
久

二
年
甲
午

(
一
一
一
四
)
十
二
月
十
五
日
と
あ
る
が
、
戸此
日
付
げ
は

永
観
寂
後
二
年
、
仁
覚
配
流
の
翌
年
に
当
り
、
前
記
の
如
く
仁
覚
、

眞
源
に
よ
り
往
生
講
の
作
法
夊
は
式
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
南
都
三

輪
果
の
永
観
の
往
生
講
式
に
対
し
、
北
嶺
天
台

の
諸
師
と
し
て
、
深

順
次
往
生
講
式
に
つ
い
て

き
意
図
の
存
し
た
こ
・と
は
見
逃
せ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
始
修

せ
ら
れ
た
日
の
伝
承
を
、
長
西
が
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
夂

知
恩
院
蔵
本
の
奥
書
は
、
そ
れ
よ
り
後
七
十
二
年
後
に
書
写
し
た
こ

の

と
を
記
し
、

η
沙
門
信
玄
之
本
」
と
は
、
原
作
者
名
の
音
通
を
以
て
、

異
事
を

之

れ

に
充
て
た
も
の
で
、
全
く
作
者
名
を
表
示
し
、
転
写

の
人
、
夊
段
所
持
者
名
を
記
し
た
も
の
と
す
る
に
は
、
余
り
に
も
偶
然

過
ぎ
る
感
が
あ
る
。
無
相
文
雄
は

「
信
玄
之
本
」
の
四
文
字
㌃
作
者

と
解
し
、

「
叡
山
真
源
」
と
は
別
人
と
し
た
が
、
実
は
講
式

に
は
別

種
が
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

知
恩
院
本
の
順
次
往
生
講
式
が
、
他
の
講
式
類
と
著
し
く゚
趣
き
を

異
に
す
る
特
色
は
、
歌
頌
以
外
に
、
各
段

毎
に
舞
楽
と
催
馬
楽
の
曲

を
附
し
、
浄
土
欣
簒
の
歌
詞
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
,
楽
は
想

仏
恋

(
想
夫
憐
)
、
往
生

(皇
鹹
章
)
、

万
歳
楽
、
倍
慮
、
大
平
楽
、

三
台
.
裹
頭
楽
、
甘
州
、
郎
君
子
、
廻
忽

、
五
聖
楽

(五
常
楽
)
、

蘇
合
の
十
二
曲
で
あ
り
、
催
馬
楽

の
曲
は
菁
柳
、
伊
勢
海
、
浅
水
、

何
為
、
遅
生
、
走
井
、
更
衣
、
飛
鳥
井
、
道
口
の
九
曲
で
あ
る
。
平

安
朝
末
の
曲
名

・
歌
詞
の
現
存
す
る
こ
と
は
、
歌

,
+f+
史
上
注
目
せ
ら

れ
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。

一
三
九



管
絃
歌
謡
が
宗
教
儀
礼
に
導
入
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

「
古

今
著
聞
集
」
卷
六
に

「
讃
仏
敬
神
の
庭
、
礼
義
宴
餞
の
筵
も
、

こ
の

声
な
け
れ
ば
其
礼
を
調

へ
す
。
故
に
興
福
寺
の
常
楽
会
百
花
匂
を
お

⑲

く
り
、
石
清
水

の
放
生
会
黄
葉
衣
に
お
つ
」
と
、
そ
の
所
以
を
示
し

て
い
る
。
さ
れ
ど
宮
廷
諸
大
寺
の
法
会
以
外
に
、
藤
原
時
代
の
月
例

の
供
養

経
の
状
に
つ
い
て
、

「御
堂
関
白
記
」
の
長
和

二
年

(
一
〇

二
二
)
三
月
十
八
日
の
条
に

参
皇
大
后
、
到
於
堂
、
令
院
口

〔源
力
)
僧
都
、
申
上
仏
経
、
初

従
今
月
、
永
毎
月
可
供
養
由
、
女
方
同
渡
、
上
達
部
十
二
人
来
、

殿
上
人
有
其
数
馬
為
供
仏
有
管
絃
事
、
月
出
後
乗
舟
、
数
廻
廻
島
、

深
更

還
來

と
あ
る
.
管
絃
供
仏
が
仏
事
法
会
の
従
属
的
佚
楽
的

一
要
素
で
あ
る

こ
と
は
、
同
書

の
四
月
二
十
九
日
の
説
経
に
お
い
て
は
、

「
例
管
絃

供
仏
、
而
依
国
忌
日
停
止
」
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
わ
知
ら
れ
る
.、
夊

そ
れ
に
奉
仕
す
る
伶
人
に
は
、
隨
時
能
力
試
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

翌
月
十
八
日
の
例
供
養
経
の
際
の
、

「
召
絃
絃

〔
重
複
力
〕
管
者
等

試
其
能
、
是
為
供
仏
」
と
あ
る
記
述
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
次

い
で
酒
肴
、
作
詩
等
が
附
帯
し
た
が
、
往
生
講

に
管
絃
詩
歌
が
導
入

一
四
〇

ぜ
ら
れ
た
経
路
の
、
概
略
を
辿
つ
て
み
る
に
、
和
讃

の
唱
詠
は
軽
視

す
る
こ
と
が
出
来
な

い
。

千
観

・
恵
心
の
後

一
世
紀
を
隔
.
下

賤

頑

愚
の
無
名
の
老
比
丘

尼
の
詠
唱
が
、
上
卿
の
道
心
を

勧
発

し

た

こ
と
に
つ
い
て

「
中
右

記
」
に
詳
細
で
あ
る
。
即
ち
大
治
二
年

(
一
一
二
七
)
五
月
四
日
の

条
に入
夜
道
心
比
丘
都
知
入
来

先
誦
和
讃
、
其
声
甚
美

聞
之
自
発

道
心
、
次
高
声
念
仏
、
事
之
問
之
、
本
是
河
内
国
住
入
、
久
為
人

妻
不
生
子
、
齢
過
五
十
乞
暇
於
夫
、
出
家
為
尼
、
常
在
天
王
寺
西

門
、
偏
専
念
仏
也
、
今
年
已
六
十

一
、
毎
思
世
間
無
常
、
弥
以
発

心
也
、
近
日
有
要
事
暫
在
京
都
也
、
予

見
道
心
殊
深
気
色
.
共
契

往
生
極
楽
之
事
了

と
あ
り
、
十
楽
讃
を
贈
つ
て
い
る
。
更
に
半
世
紀
後

「
山
槐
記
」
の

治
承
二
年

(
一
一
七
八
)
閏
六
月
八
日
の
条
に

於
院
長
講
、.
次
有
二往
生
講

一、
侮
月
十
五
日
可
レ爲
二
恒
例
一
事
云

々
、
大
相
国
以
下
参
入
、
可
有
管
絃

と
あ
り
、
同
年
十
二
月
二
十
三
日
の
院
に
お
け
る
阿
弥
陀
講
に
は
、

管
絃
の
外
朗
詠
今
様

が
附
加
せ
ら
れ
た

こ
と
は
既
迹
の
通
り
で
あ
る
。



因

み
に
管
絃
詩
歌
等
の
み
を
独
立
せ
し
め
た
仏
事
が
法
恩
講

で
あ
つ

て
、

「
玉
葉
」
の
寿
永
三
年

(
一
、一
八
四
)

二
月
二
十
二
日
の
条
に

依
二
観
性
法
橋
勧
進
一、
法
印
於
二御
堂
一被
レ行
二
法
恩
講

一、
年
来
之

勤
云
々
、
砦

之
本
意
、
以
・雑
芸

聾

詩
奉
・
供
養

於
仏
=
云

々
と
あ
る
。

催
馬
楽
の
俘
奏

は
琵
琶
、
箏
、
笛
、
笙
馬
和
琴
、
篳
篥
等
で
あ
つ

て
、

「
古
今
著
聞
集
」
巻
六
に
は
久
安
三
年
(
一
一
四
七
〉
九
月
十
三

日
、鳥

羽
法
皇
は
天
王
寺
念
仏
堂
に
於

い
て
管
絃
あ
り
、
そ
の
時

「歌

並
笛
資
賢
、
笙
内
大
臣
、
篳
篥
俊
盛
朝
臣
、
但
不
堪
の
よ
し
を
申
て

ふ
か
ざ
り
け
り
っ
琵
琶
信
西
、
箏
六
波
羅
別
当
覚
暹
、
法
皇
笛
を
ふ

か
せ
お
は
し
ま
す
と
て
、
沙
門
の
身

に
て
此
事
あ
ざ
け
り
あ
る
べ
し

と
て
、
障
子
に
ゐ
か
く
れ
さ
せ
お
は
し
ま
し
け
り
、
御
出
家

の
後
此

た
び
は
じ
め
て
ふ
か
せ
お
は
し
ま
し
け
り
」
と
あ
り
、
次

い
で
曲
名

た
挙
げ

、
後

に

「
此
外
催
馬
楽
あ
り
け
る
と
か
や
、
朗
詠
今
様
風
俗

な
ど
数
反
あ
り
け
り
、
資
賢
朝
臣
そ
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
」
と
あ
る
。

ロ

文
献
に
表
れ
た
と
こ
ろ
は
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
総
合
し
て

考
え
れ
ば
、
催
馬
楽
今
様
が
盛
行
す
る
に
至
つ
た
の
は
十

一
世
紀
の

順
次
往
生
講
式
に
つ
い
て

初

め
と
せ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
後
の

一
世
紀
間
.
遅
く
と
も
鳥
羽
天

畠

の
御
在
世
中
に
、
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
而
し
て
現

在

の
と
こ
ろ
順
次
往
生
講
式
が
そ
の
最
上
限
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
三
)

知
恩
院
本

「
順
次
往
生
講
式
」
は
、
内
容
大
い
に
分

つ
て
三
門
よ

り
な
る
。
即
ち
述
意
門
、
正
修
門
、
廻
向

門
で
あ
る
。

迹
意
門
と
は
講
会
の
趣
旨
を
、
弥
陀
観

昔
勢
至
乃
至
法
界
の

一
切

三
宝
に
告
白
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従

つ
て
此
講
式
の
特
色
、
又

は
こ
れ
に
よ
つ
て
修
せ
ら
れ
た
往
生
の
行
業
を
知

る
こ
と
が
出
來

る
。

初
め
に
趣
旨
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

【,出
離
の
妙
因
を
結
ん
で
永
く

輪
廻
の
故
郷
を
別
れ
、
往
生
の
善
根
を
種

え
て
早
く
安
養
の
仏
土
に

到
ら
ん
と
欲
せ
ん
が
為
め
に
、
弥
陀

の
四
十
八
願
に
依
つ
て
讃
歎
礼

拝
の
誠
を
至
し
、
観
経
の
十
六
想
観
に
寄

せ
て
発
心
修
行

の
志
を
運

ぶ
」
と
み
つ
て
、
無
量
寿
経

・
観
経

の
二
経
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

二
経
に
よ
る
こ
と
は
、
正
修
門
の
臂
頭
に

「
聖
衆
來
迎
の
望
み
を
念

へ
ぼ
、
弥
陀
の
悲
願
を
憊
む
に
過
ぎ
た
る
は
な
く
、
往
生
極
楽
の
業
、

極
楽
の
依
正
を
観
ぜ
ん
に
は
如
か
す
」
と

あ
り
、
又
回
向
門
に
は
、

一
四

一



「
諸
衆

同
心
に
重
ね
て
仏

に
白
し
で
言
く
、
我
己
に
法
の
如
く
本
願

を
称
揚
し
、
亦
浄
心
を
以
て
妙
観
を
憶
想
し
つ
、
浄
土
の
行
業
羹
修

己
に
了

ん
ぬ
。
往
生
の
正
因
豈

に
之
れ
に
過
ん
や
」
と
あ
る
文
に
よ

つ
て
、
往
生
0
正
因
を
称
名
観
念
の
何
れ
と
し
た
か
は
、
自
ら
明
ら

か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
講
式
は

「
但
し
今
勤
修
す
る
と
こ
ろ
は
稍
常
の
儀
に
異
り
、

啻
礼
讚
称
念
の
み
に
あ
ら
ず
、兼
ね
て
は
妓
楽
歌
詠
を
以
て
す
」
と
述

べ
て
い
る
如
く
、
妓
楽
歌
詠
の
付
加
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
特
異
な
る

点
と
す

る
。
こ
の
妓
楽
歌
詠
を
用

い
る
所
以
に
つ
い
て
は
二
由
を
朋

し
て
い
る
。
即
ち
そ
の

一
は

「
当
時
に
は
律
呂
音
を
調
べ
て
、
暫
ら

く
散
心
を

一
境
に
静
め
」
ん
が
た
め
で
あ
り
、
他
は

「
來
世
に
は
絲

竹
曲
を
翫
ん
で
、
遍
く
供
養
を
十
方
に
施
き
む
」
が
た
め
で
あ
る
。

且
又
仏
教
原
理
よ
り
し
て
「
声
仏
事
を
な
す
、
簫
笛
箜
紳侯
自

ら
法
音

方
便
に
順
じ
、
楽
法
界
に
即
す
れ
ば
,
管
絃
歌
舞
中
道

一
実
を
隔

つ

る
」
も

の
で
な
い
。
故
に

「,仏
道
の
資
粮
専
ら
楽
昔
に
在
」
り
と
せ

ね
が
は

ら
れ
、

近
く
は

「
此
界
の
雅
楽

に
准
じ
て
、
西
方

の
快
楽
を
慕
ん
」

と
す
る
の
を
目
的
と
な
す
。

-

あ
き
ら

、第
二
正
修
門
は

「
六
八
の
願
海
を
尋
ね
て
來
迎
の
舟
幟
を
詳
め
、.

一
四
ニ

ゴ
八
の
観
門
を
開
い
て
往
生
の
枢
鍵
を
顕

き
む
L
た
め
に
、
そ
の
内

容
は
九
段

に
分
れ
て
い
る
。

第

一
段
は
①
無
鴛
、.悉
趣
、
②
不
更
悪
道
、
③
皆
同
金
色
、
④
無
有

好
醜
の
四
願
と
、
7
想
、水
想
の
二
観
に
よ

つ
て
、
「
念
を
西
方

に
繋

け
」
る
。
第
ご
段
は
⑤
宿
住
能
憶
、
⑥
天
眼
遍
見
一
⑦
天
耳
出藷
聞
.

⑧
他
心
悉
知
の
四
願
と
、宝
地
、
宝
樹
、宝
池
の
三
観
に
よ
つ
て
、
「
極

楽
を
欣
求
」
せ
し
め
る
。
第
三
段
は
⑨
神
足
随
意
、
⑩
離
諸
妄
想
、

⑪
住
正
定
聚
、
⑫
仏
光
無
辺
の
四
願
と
、
惣
想
観

に
依
つ
て
、

「想

を
西
方

に
運
ば
し
」

め
る
。
第
四
段
は
⑬
仏
寿
無
量
、
⑭
声
聞
無
数
、

⑮

眷
属
長
寿
、
⑯
遠
離
不
善
の
四
願
キ
花
座
、
像
想
の
二
観
に
依
て
、

一,憑
み
を
弥
陀
に
繋
L

け
し
め
る
。
第
五
段
は
⑰
諸
仏
称
揚
、
④
十

念
往
生
、
⑩
聖
衆
来
迎
、
⑳
繋
念
定
生
の
四
願
と
仏
身
観
に
よ
つ
て
、

「
正
し
く
念
仏
を
修
せ
」
し
め
る
。
第
六
段
は
⑳
具
足
諸
相
、
⑫
必

至
補
処
、
⑱
供
養
諸
仏
、
⑭
供
具
如
意
の
四
願
と
、
観
音
、
劾
至
の

二
観
に
よ
つ
て
、

「
念
仏
を
助
成
せ
し
」

め
る
。
第
七
段
は
㊧
説

一

切
智
、
⑳
得
金
剛
身
、
⑳
万
物
殊
妙
、
露

見
道
場
樹
、
⑳
得
辨
才
智
、

⑳
智
辨
無
窮
、
⑳
徽
見
十
方
、
⑳
妙
香
合
成
の
八
願
と
、
普
観

に
よ

つ
て

「
自
心
を
練
磨
せ
」
し
め
る
。
第
八
段
は
⑳
触
光
柔
歡
、
⑭
聞



名

得

忍
、
⑳
聞
名
転
女
、
⑳
聞
名
梵
、行
、
⑰
聞
名
敬
愛
、
⑱
衣
服
隨

念
、
⑳

常
受
快
楽
、
⑳
見
諸
仏
土
の
八
願
と
、
雑
想
観

に
よ
つ
て
、

「
行
者

を
勧
進
」
す
る
。
第
九
段
は
⑳
聞
名
具
根
、
⑫
聞
名
得
定
、

⑬
聞
名
貴
家
、
⑭
聞
名
具
徳
。
⑯
聞
名
見
仏
、
⑯
随
意
聞
法
.
⑳
聞

名
不
退

、
⑱
至
三
法
忍
の
八
願
と
、
三
輩
往
生
観

に
よ
つ
て
、

「
正

し
く
引
接
を
期
ぜ
ん
」
と
す
る
に
あ
る
,
以
上
が
正
修
門
の
大
綱
で

あ
り
、

四
十
八
願
と
十
六
観

の
、
各
そ
の
次
第
順
序
に
よ
つ
て
組
織

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
九
段
の
中
篇
五
正
修
念
仏
が
枢
要
を
な
す
こ
と

は
、
言

う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

後

に
妓
楽
歌
詠
を
用

い
る
こ
と
に
つ
い
て
煽
重
ね
て

「
麁
言
軟
語

皆
第

一
義

に
帰
す
、散
'乱
歌
詠
、盍
ん
ぞ
解
脱
の
門
と
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

況
ん
や
能
く
声
音
を
調

べ
て
極
楽
界
を
讃
じ
、
聊
か
妓
楽
を
な
し
て

弥
陀
尊

に
供
す
。
響
音

に
は
皆
妙
法
を
唱
え
、・
歌
曲

に
は
悉
く
浄
土

ね
が

を
慕

う
、
琴
瑟
鼓
吹
、
並
び
に
徒
然
な
ら
ざ
ん
や
」
と
述

べ
、

「業

は
心

に
由

つ
て
転
じ
、
行
は
願
に
由

つ
て
引
く
」
と
は
回
向
の
義
と

な
す
の
で
あ
る
。
之
れ
本
講
式

一
部
め

大
綱
で
あ
つ
て
、
此
の
中
に

管
絃
供
仏
の
残
縡
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
る
。

(
四
)

前
節

に
お
い
て
本
講
式
に
載
せ
ら
れ
た
四
十
八
の
願
名

に
つ
い
て

記
し
た
が
、
今
こ
の
願
名
を
望
西
楼
了
慧

の

「
無
量
寿
経
鈔
」
に
挙

げ
た
と
こ
ろ
の
、
淨
影
、
義
寂
、
法
位
、
玄

一
、
慧
心
.
静
照
、
真

源
、
憬
興
、
智
光

.
御
廟
、
光

.
感
師
等

の
そ
れ
と
対
比
し
て
、
全

く
願
名
を

一
に
す
る
も
の
は
、
真
源
の
そ
れ
の
み
で
あ
る
。
無
量
寿

経
鈔
の
中

に
真
源
の
四
十
八
願
釈
O
願
名

を
挙
げ
る
も
の
は
、
第

一
、

第
三
、
、第
四
、
第
五
、
第
十
、
第
十

↓
、
第
十
四
、
第
十
五
、
第
十

六
、
第
十
八
、
第
十
火
、
第
二
十
、
第
二
十
七
、
第
三
十

一
、
第
三

十
二
、
第
三
十
三
、
第
三
十
五
、
以
下
第

四
十
八
に
至
る
三
十
願
に

つ
い
て
で
あ
る
。
此

の

一
事
に
つ
い
て
云

え
ぼ
、
本
講
式
の
作
者
は

長
西
録
所
伝
の
真
源
説
は
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
故

に
講
式
の
各

願

の
略
註
と
真
源
の
四
十
八
願
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
望

西
楼

の
引
用
す
る
と
こ
ろ
は
七
願

に
過
ぎ
な
い
が
、
今
こ
れ
を
対
照

す
れ
ば
、

順
次
往
生
講
式
に
つ
い
て

一
四
三



願

名

⑩
離

諸

妄

想

⑲
聖

来

衆

迎

⑳
繋

念

定

生

⑳
万

物

殊

妙

⑳
妙

香

合

成

⑳
聞

名

転

女

⑳
聞

名

敬

重

四

十

八

願

釈

遠
コ離
我

我

所

無
レ

有
二諸
妄
想
一夊
云

不
起
想
念
貪
愛
身

欲
生
彼
国
仏
与
聖
衆

来
迎
聞
レ名
繋
ド念
願
レ生
無

レ不
二果
遂

万
物
厳
浄
無
;称
量

一

所
有
万
物
百
千
種
香

合
成
女
人
聞

レ
名
生
生
不

レ
為
二女
身

一

聞
二彼
仏
名
一
一
切
人

天
皆
敬
愛
又
云
聞
名

信
楽
得
二
礼
敬
一

順
次
往
生
講
式

遠
離
我
忽
所
無
有
諸

妄
執

同同

上上

彼
界
万
物
窮

レ
微
極

レ妙
無
レ能
二
称
量
一

同

上

女
人
聞

レ
名
生
々
永

不
レ
為
レ女
,

聞
二彼
仏
名

一
一
切
人

天
敬
愛

右
の
如
く
で
あ
つ
て
、
之
れ
に
よ
つ
て
望
西
楼
時
代

に
は
、
明
ら
か

に
真
源

の

「
四
十
八
願
釈
」
が
、
講
式
と
共
に
現
存
し
た
こ
と
が
知

一
四
四

・ら
れ
る
。

更
に
本
講
式
を
実
修
す
る
目
的
に
つ
い
て

「
聖
衆
来
迎
之
望
無
レ

過
レ憑
二
弥
陀
悲
願

一、

往
生
極
楽
之
業
不
レ如
レ観
二極
楽
依
正
一」

と

明
せ
る
が
如
く
、
弥
陀
の
悲
願
を
憑
み
、
浄
土
の
依
正
冴
観
察
す
る

に
あ
る
。
さ
れ
ば
無
量
寿
経
と
観
無
量
寿

経
を
所
依
と
す
る
ご
と
、

及
び
四
十
八
願
名
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、
望

西
楼
の

「
無
量
寿
経
鈔
」

に

「
真
源
云
」

と
し
て
願
名
を
明
記
す
る

も
の
の
中
、
今
の
所
明
と
異
る
と
こ
ろ
は
、
た
が
大
経
鈔
に
は
第
三

十
七
願
を

「
聞
名
敬
重
」
、
第
四
十
三
願
を

「
聞
名
生
貴
家
」
と
す

る
に
対
し
、
本
講
式
の
正
修
門
第
八
段

に

「
聞
名
敬
愛
」
と
し
、
第

九
段
に
は

「
聞
名
貴
家
」
と
な
し
て
い
る
。
か
か
る
得
名
の
相
遶
が

個
人
中
に
存
す
る
こ
と
は
、

こ
の
両
者
の
成
立
の
前
後
を
示
唆
す
る

も
の
で
あ
つ
て
、
全
四
十
八
願
名
を
稍
意
を
損
し
て
ま
で
、
四
字
に

整
頓
し
た
こ
と
は
、
後
日
同
人

の
手
に
よ
り
修
正
を
加
え
た
も
の
と

見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

夊
本
講
式
は

「
例
時
作
法
」

に
影
響
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多

い
。

即
ち
五
念
門
中
礼
拝
門
の
、
龍
樹
の
願
往
生
礼
謎
偈

の
劈
頭
の
四
句

一
頌
を
「
述
意
門
」
に
引
き
、
正
修
門
に
は
作
願
門
の
四
十
八
願
頌
を



九
段
に
分
け
て
收
め
、
廻
向
門
に
は
四
十
華
厳
行
願
品
の

「
願
我
臨

終
命
終
時
」
等

の
四
句
と
、
再
び
礼
拝
門
の

「
我
説
彼
尊
功
徳
事
」

等

の
四
句

一
偈
を
引

い
て
結
び
と
し
て
い
る
、
爾

こ
こ
に
注
目
す
べ

き
点
は
、
四
十
八
願
釈

の
題
名
を

一
見
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
四
十

八
願
頌
と
の
連
関
性
多
く
、
寧
ろ
四
十
八
願
頌
の
示
唆
に
よ
り
、
そ

の
呼
称
を
付
し
た
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
四
十
八
願
頌
の
作

者
の
何
人
な
る
か
の
如
何
に
拘
ら
ず
、

「
例
時
」
に
負
荷
す
る
と
こ

ろ
多
き
こ
と
は
、
本
講
式
作
者
の
宗
教
的
環
境
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
更

に
真
源
の
往
生
極
楽
の
業
と
し
て
の
、
極
楽
の
依
正
を
観
想

す
る
十
六
観
の
呼
称

に
つ
い
て
は
、
天
台
、
善
導
、
慶
滋
保
胤
、
静

照
等

に
よ
つ
た
も
の
ど
思
わ
れ
、
特
に
静
照
に
お
い
て
見
ら
れ
な
か

つ
た
、
善
導
観
経
疏

の
影
響
を
、
彼
か
濃
厚
に
受
け
て
い
る
と
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
特
に
北
嶺

に
お
け
る
善
導
の
浄
土
教
学
受
容
過
程
上

注
意
を
払
う
べ
,き
こ
と
で
あ
る
。

扨
て
作
者
真
源
に
つ
い
て
、
そ
の
事
蹟
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
諸
書
に
散
見
す
る
と
こ
ろ
を
摘
諱
す
れ
ば

①
浄

土
依
憑
経
論
章
疏
目
録

往
生
要
集
裏
書

一
巻

真
源

証
揚
律
師
山
僧

(仏
全

一
、
三
四
六
)

順
次
往
生
講
式
に
つ
い
て

②
明
匠
等
略
伝

真
驫
糶

③
諸
宗
章
疏
録

松
養
坊
真
源

(仏
全
四
、

=
二
三
〉

破
邪
弁
正
記
二
巻

恵
什
疑
一伝

教
血
脈

梱

真
源
救
二彼
難

一

④
自
在
金
剛
集
巻
第
八

破
邪
弁
正
記
二
巻

韈

房
仁
和
憙

什
疑
難
山
家
相
承
脈
譜
、
薬
隹
閲
撰
二
巻

救
之
、
天
仁

二
年
己
丑
臘
月
撰
述
大
疏

啓
蒙
云
、
松
養
房
真
源
法
橋
述

更
詳

(
仏
全
三
四
、
三
三

こ

⑤
三
国
伝
記
巻
第
七

和
云
、
叡
岳
東
塔
南
谷
勝
陽
房
真
源
法
橋

云
人

ア
リ
、

四
明
山

ニ
ハ
、

乗

一
一
乗
宝

車
一観
コ解
脱
究
竟
理

一隔

三
密
瑜
伽

隔

中

至
二
一
念
道
場

一修
二本
党
法
身
旨
二
、
真
源

師
範
也
厳
算
阿
闍
梨
参
会
、
公
失
人
也
…

倉仏
全

一
八
四
、
三
五
七
)

の
如
く
で
あ

つ
て
、
以
上
の
諸
点
を
綜
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
真
源

は
永
観

と
同
時
代
の
天
台
宗

の
浄
土
願
生
者
で
あ
つ
て
、
又
そ
の
生

一
四
五



存
年
代

か
ら
推
し
て
、
文
化
都
市
支
配
階
級
の
嗜
好
に
応
同
し
た
ス

タ
イ
ル
の
講
式
を
編

み
出
し
た
、
新
感
覚
と
浄
土
思
想
鼓
吹
の
善
功

に
は
、
驚
嘆
に
値

い
す
る
も
の
が
あ

る
。

註
①②③④,.　⑥0③⑨0⑪⑫⑬ti⑮⑯　⑱

例
え
ば

法
華
八
講

、
同
十
講
同

、
二
十

八
講

、
同

三
十
講

の
如
き
も

の

唯
識
講

、
大

乗
義
章
講
、
因
明
講

,
三
論
三
十
講

、
倶
舎
十
講
等
あ
り

彌
陀
講

、
釈
迦
講
、
涅
槃
講

、
舎

利
講
等

観
音
講
、
地
藏
講
、
彌
勒
講
等

樸

陽
講

、
慈
恩
講
、
世
親
講
等

、
報
恩
講

太

子
講

、
聖
霊
講
等

三
季
講

、
四
季
講
、
光

明
真
言
講

、
念
仏
講
等

盂
蘭
盆
講
、
鏤
守
講
、
会
中
講
、
遺
跡
講
等

岩
波
文
庫
本

二
四
頁

同

曽

上

五
〇
頁

仏
全

、
続
浄
巻

六
、
弄

頁

同
上

四
九
頁

同
上

七

八
頁

同
上

八
六
頁

五
十

五
善
知
識
講
式

、
光
明
真
言
講
式

、
浬
槃
講
式

、
羅

漢
講
等
が
最

も

よ
く
知
ら

れ
て
'い
る
℃

善
璽

孝

講
式
、
怯
覊

籌
七
部
φ
る
。

詳
細
は

コ
黒
寺
量
宝
錣
英

一第

一
集
参

照
。

信
玄
書
写
と
す
る
は
高
野
辰
之
憾
f
.百

本
歌
謡
六
;
赤
史
」
U責

。
、

⑲G　

一
四
六

松
俊
秀
博
士

「京
寺
遣
宝
綴
英
に
第

一
集
二
四
頁
。

岩
波
文
庫
本

一
八
四
頁

同

上

二
二
〇
頁

恵
谷
教
授

「叡
山
静
照
の
浄
土
教
」

(印
度
学
仏
教
学
研
究
第
七
号
)

の
図
示
に
本
講
式
の
十
六
観
名
を
付
加
し

対
照
す
れ
ば
左
の
如
く
で

あ
る
。

難
灘


